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研究成果の概要（和文）： 

 

本研究は、「メランコリー」と「幼年時代」という主題の分析を通して、フランス近代文学を、
従来の「絶え間ない再開の美学」とは異なった視点から把握することを目指すものである。新
しい形式・美学をつねに求め、古い文学観を否定する〈断絶の伝統〉こそが、近代文学の大き
な特徴とされてきた。しかし、「メランコリー」と「幼年時代」というトポスから見れば、そこ
には綿々と継承されてきたものが確実に存在する。本研究は、〈断絶〉ではなく〈継承〉という
視点から近代文学を捉え直す試みである。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 
Through an analysis of the themes of “melancholia” and “childhood”, our research 
seeks to understand modern French literature from a perspective which differs from 
“aesthetics of unceasing renewal”. The “tradition of discontinuity”, that continues to 
seek new forms and aesthetics, had been considered as one of the most remarkable 
characteristics of the modern literature. However, the examination of the topics such 
as “melancholia” and “childhood” reveals undoubtedly the inheritance of these topics. 
This study is an attempt to re-examine the modern literature, not from the perspective 
of “discontinuity”, but from that of “inheritance”. 
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１．研究開始当初の背景 

 研究の背景には、〈近代文学〉に対する認
識が大きく変わりつつあるという状況があ
る。フランス革命から第二次世界大戦後まで

の〈近代文学〉の本質は、これまで「絶え間
ない再開の美学」にあるとみなされてきた。
つねに新しい形式、つねに新しい美学を求め、
新たな流派を形成し、それ以前に存在する古
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い文学観を否定することこそが、〈近代文学〉
の大きな特徴とされてきたのである。 

 しかし実際には、どれほど歴史が激動の流
れを体験し、どれほど社会が変わろうと、文
学が探求してきた人間性には変わらない部
分があるという見方が近年次々に提出され
るようになった。代表的な研究としてアント
ワーヌ・コンパニョン『反＝近代派』(2005)、
ウィリアム・マルクス『文学との訣別』(2005)

を挙げることができる。その底流には、アヴ
ァンギャルド、革新の美学、形式の革命とい
った言葉だけでは、〈近代文学〉が本当にも
っていた潜在的な力を完全な形で捉えきれ
ないという認識がある。そこには、普遍的な
人間性の探究が、それ以前から存在する形式
と言葉でつねに書きつづられてきたのであ
り、新たな流派の出現がもたらす眩暈にも関
わらず、その営みは途絶えることなくなされ
てきた。〈近代文学〉が、独創性や革新性に
それ以前の文学にはなかった価値を認めた
ことは確かだが、同時代においては〈後衛〉
とみなされ、これまでは否定的に評価されて
きた作家、作品、美学を積極的に再評価する
ことで近代のもうひとつの重要な側面が見
えてくるのではないだろうか。 

 この問題に取り組もうとするとき、ただち
に生じる困難は、人間性探求という普遍の要
素と形式上の革新が、多くの作家・流派にお
いて、切り離しがたい形で現れているという
点にある。われわれは、これまで〈前衛〉と
〈後衛〉の錯綜した関係を研究することで、
両者が二つの立場に簡単に振り分けられる
ような単純な関係にはないことを明らかに
してきた。〈前衛〉のようにみえながら文学
の伝統を守っている部分、〈後衛〉にみえな
がら形式の革新をおこなっている部分が存
在することがわかってきた。では、〈近代文
学〉が１８世紀以前の文学と断絶しているわ
けではなく、その綿々たる流れから豊かな伝
統を継承していることをどのようにして分
析すればいいのだろうか。 

 本研究が着目するのは、文学の歴史におい
て繰り返し扱われるトポスを、内容において
だけでなく、どのような形式によって扱われ
てきたか等、さまざまな角度から再検討する
という手法である。そのなかでもとりわけ
「メランコリー」と「幼年時代」に注目する
のは、われわれがこれまで「フランス文学に
おける時間意識の変化」（平成 16・17・18 年
度基盤研究(B)(2)）、「フランス２０世紀文学
における時間の探究」（平成 19・20・21 年度
基盤研究(C)(2)）でおこなってきた研究から、
この二つのテーマが人間の一生を虚構の形
で扱う文学において、格別重要な扱いがなさ
れてきたことがわかったからである。近代は
あらゆる束縛からの解放、未知への冒険、個
人の能力に基づく特別な喜びを可能とする

反面、持っているものすべて、知っているも
のすべて、存在のすべてを瞬時に破壊するか
もしれない環境の中に身を置くことを強い
る時代である。解放と破壊という二重性は、
文学においては対象を持たない悲しみに沈
む「メランコリー」と、時間が経っても変質
しない喜びにみちた「幼年時代」という二つ
のテーマによってしばしば表現されている。
この二つは、近代という時代を文学の領域に
おいて研究する際の鍵になるテーマなので
ある。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、「メランコリー」と「幼年時代」
という主題の研究を通して、フランス近代文
学を、従来の「絶え間ない再開の美学」とは
異なった視点から把握することを目指すも
のである。独創性と伝統の否定こそ、〈近代
文学〉の最大の特徴にみえるが、実際にはこ
の文学はフランス革命以前の文学から多く
のものを受け継いでいる。形式においても内
容においても大きく変貌を遂げながら、フラ
ンス革命から第二次世界大戦後にかけての
文学がそれ以前の文学をどのように継承し
てきたかを、「メランコリー」と「幼年時代」
という限られたトポスに関して明らかにし
たい。 

３．研究の方法 

 研究分担者のそれぞれの専門を活かしな
がら、〈近代文学〉をトポス研究という視点
から分析する時の問題点・発展させるべきに
点について、調査を進め、研究会合をもつ。
特に、(1)トポス研究の再検討、(2)ジャンル
の再定義（自伝と小説）、(3)詩における「幼
年時代」と「メランコリー」の分析、さらに
は(4)情報通信・輸送機関の変貌と(5)歴史意
識の変化がこの二つのトポスの表現にあた
えた可能性の検討をおこなう。新たな知見を
得るため、フランスの研究者とも密接な連絡
を取り合い、毎年講演会・研究会を開催する。 
 
４．研究成果 

本研究は、「メランコリー」と「幼年時代」

という主題の分析を通して、フランス近代文

学を、従来の「絶え間ない再開の美学」とは

異なった視点から把握することを目指すも

のである。今回の研究では、クレオールの幼

年時代、無意識、写真とメランコリーという

視点から、具体的に次の視点が得られた。 

 

(1) シャモワゾーの小説『カリブ海偽典』

(2002)の翻訳・紹介を通して、カリブ海のフ

ランス語圏文学において幼年時代がもつ特

殊な意味を検討した。近代性 modernié の核

心にはつねに幼年時代の価値が見出されて

きた。始まりが、神的な世界ではなく、個々



 

 

の人間の生の水準で捉えられるために、その

根源をなす幼年時が重要性を帯びるのであ

る。今回の研究では、この幼年時代が歴史と

結びつくとき、始めから取り返しがつかない

ほど汚されているという感覚、それでいて無

垢な何かが保存されているという感覚が現

れていることを確認した。その矛盾が原動力

となって、歴史・社会・状況から受けた傷跡

からいかに再生するかという問いが出され

ることになる。またこの主題は、「愚かさ」

や「東方紀行」といったトポスとも緊密に結

びついているという展望も得た。 

 

(2) 「メランコリー」と「幼年時代」が交錯

するテーマとして、「フロイトの時代──文

学・人文科学・無意識」と題するコロックを

主催（東京大学部文学部、2011年11月5日）、

その成果の一部を『思想』2013 年 4 月号に

発表した。 

 

(3) メランコリーがイメージ、とりわけ写真

に結びつくことに着目し、「20 世紀フランス

文学と写真」と題するワークショップを開催

(東京大学文学部、2010 年 11 月 16 日)、多彩

な研究協力者とともにこのテーマに取り組

んだ。20 世紀に入って隆盛をむかえる「写真

小説」の核心には、写真が、ある人の存在と

不在を同時に表しているという発見がある。

この時の成果は、2013 年秋に単行本として

出版する予定である。 
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